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雲仙市社会福祉協議会

2023
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皐月

令和5年度事業計画・収支予算

自主防災組織研修会・「地公取」研修会

日本赤十字社活動資金・長崎県奉賛金

New Face 紹介

雲仙市の「ふくし」の広報誌
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赤い羽根共同募金って知っとる？
知っとるよ！あたりまえさ！
じゃあ、何に使われとるか知っとる？
知らん。
どのくらいの人が協力しよらすか知っとる？
知らん…。
じゃあさ、中に書いてあるよ！見てみよ！
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雲仙市社会福祉協議会は、地域福祉を推進する
中核的な団体として、関係機関や地域組織、
団体とともに、第３期雲仙市地域福祉計画の
基本理念である「助け合い・支え合いで育む
福祉のまちづくり」に取り組みます。

地域福祉推進に
向けた、基盤の
強化！

介護福祉サービ
ス事業の適正な
経営！

地域住民主体の
地域福祉事業の
推進！

地
域
福
祉
推
進
に
向
け
た

基
盤
の
強
化

１
．
会
員
制
度
の
理
解
と
加
入

　
　

の
促
進

２
．
組
織
基
盤
の
強
化

地
域
住
民
主
体
の

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

◎
雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
・
雲

　

仙
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
に

　

基
づ
き
、
雲
仙
市
や
関
係
機

　

関
と
連
携
し
、
市
民
が
互
い

　

に
助
け
合
い
、
支
え
合
う
福

　

祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
。

　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
基

　

盤
強
化
計
画
に
基
づ
き
、
組

　

織
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

◎
雲
仙
市
地
域
福
祉
計
画
・
雲

　

仙
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
の

　

基
本
目
標
達
成
の
た
め
の
事

　

業
推
進

〇
包
括
的
な
支
援
体
制
の
基
盤

　

づ
く
り

　

①
福
祉
総
合
相
談
事
業

　

②
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

　

③
福
祉
教
育
等
支
援
事
業

〇
地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合

　

う
仕
組
み
づ
く
り

１２

　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　
　

の
整
備

　

②
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ

　
　

ロ
ン
事
業

　

③
地
域
福
祉
活
動
団
体
支
援

　
　

事
業

　

④
長
崎
県
共
同
募
金
会
雲
仙

　
　

市
支
会
事
務
局
運
営

　

⑤
雲
仙
市
戦
没
者
慰
霊
奉
賛

　
　

会
の
事
務
局
運
営

　

⑥
雲
仙
市
連
合
遺
族
会
の
事

　
　

務
局
運
営

　

⑦
日
本
赤
十
字
社
長
崎
県
支

　
　

部
雲
仙
市
地
区
の
事
務
局

　
　

運
営

　

⑧
各
種
福
祉
団
体
等
の
事
務

　
　

支
援
と
連
携
強
化

　

⑨
指
定
管
理
施
設
の
適
正
な

　
　

管
理
・
運
営

〇
安
心
し
て
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り

　

①
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　

（
受
託
事
業
・
島
原
地
域

　
　

広
域
市
町
村
圏
組
合
）

　

②
認
知
症
高
齢
者
見
守
り　

　
　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
推
進

　

③
新
入
学
児
童
黄
色
い
帽
子

　
　

配
付
事
業
・
交
通
安
全
防

　
　

犯
啓
発
事
業

　

④
支
援
対
象
児
童
等
見
守
り

　
　

強
化
事
業

　

⑤
視
覚
障
害
者
生
活
訓
練
事

　
　

業
（
受
託
事
業
・
雲
仙
市
）

　

⑥
手
話
通
訳
者
設
置
事
業　

　
　

（
受
託
事
業
・
雲
仙
市
）

　

⑦
福
祉
用
具
等
貸
出
事
業

　

⑧
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

　
　

（
受
託
事
業
・
長
崎
県
社

　
　

会
福
祉
協
議
会
）

　

⑨
雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　

福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

⑩
生
活
福
祉
資
金
貸
付
・
臨

　
　

時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付

　
　

事
務

　

⑪
緊
急
食
糧
支
援
事
業

〇
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

地
域
づ
く
り

　

①
災
害
対
策
支
援
の
推
進

　
　

（
災
害
発
生
時
に
お
け
る

　
　

体
制
整
備
の
推
進
）

　

②
法
人
後
見
事
業

　

③
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進

　
　

に
係
る
中
核
機
関
業
務　

　
　

（
受
託
事
業
・
雲
仙
市
）

介
護
福
祉
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
適
正
な
経
営

◎
通
所
介
護
事
業

３

雲仙市の

みなさんに

知ってほしいこと。

福祉教育

視覚障害者生活訓練

フードバンク

「地公取」研修

FMひまわり

広報誌「にじ」

自主防災組織支援

買い物支援



にじ
Vol.11503

令和５年度に

力を入れて

やっていくこと。

福祉総合相談って何で

すか？

生活していく中で色々な悩

みごとや心配ごとがあると

思います。本会本部と各支

所で相談を受け付けていま

す。困ったときには相談で

きる場所として、気軽にお

越しください。

また、特に専門的な知識を

必要とする法律上の諸問題

に関する相談に対しては、

弁護士が無料で相談に応じ

る法律相談を実施します。

予約が必要ですが、行政の

防災無線や本会ホームペー

ジ、SNS 等でお知らせをし

ています。秘密は守られま

すので安心して活用くださ

い。

生活支援体制整備事業

はどんなことをする

の？

地域における「助け合い」

や「支え合い」を広げてい

こうとする事業です。地域

の人と人とのつながりが薄

れてきている今、地域で困っ

ている人を地域の顔の見え

る関係やネットワーク、地

域で活動している地域資源

やボランティアの力で解決

策を見いだす体制をつくり、

高齢者の特性や希望に合っ

た、役割のある形での社会

参加等を促進しながら、高

齢者が住み慣れた地域で安

心して生活できるまちづく

りに努めます。

支援対象児童等見守り

強化事業はどんなこと

をするの？

子どもの見守りの機会が減

り、虐待等の危険性が高ま

ることが心配されるなか、

子どもの見守りをしながら

保護者等が気軽に相談でき

る機会をつくっています。

また、ひとり親家庭で住民

税均等割非課税世帯を対象

にフードバンクを行い、食

材等を必要な家庭に提供し

ています。

抜粋

雲仙市社会福祉協議会は、会費や寄附金、
雲仙市からの補助金、赤い羽根共同募金の
助成金や各種受託金等を財源として、
各種地域福祉事業を行っています。

その他の
入ってくるお金

約 11％
26,165 千円

その他の支出

約 4％
8,958千円

その他の支出

約 4％
8,958千円

地域の人を中心に
地域のために使うお金

約 24％
58,948 千円

地域の人を中心に
地域のために使うお金

約 24％
58,948 千円

雲仙市社会福祉協議会が
地域福祉事業や介護保険事業を行う

人のために使うお金

約 72％
176,753 千円

雲仙市社会福祉協議会が
地域福祉事業や介護保険事業を行う

人のために使うお金

約 72％
176,753 千円

雲仙市や
共同募金会等から
入ってくるお金

約 41％
99,690 千円

雲仙市や
共同募金会等から
入ってくるお金

約 41％
99,690 千円

介護保険事業を行って
入ってくるお金

約 13％
31,538 千円

介護保険事業を行って
入ってくるお金

約 13％
31,538 千円

その他の
入ってくるお金

約 11％
26,165 千円

市民のみなさんからの
会費や寄附金等

約 4％
10,574 千円

市民のみなさんからの
会費や寄附金等

約 4％
10,574 千円

各種事業を実施して
利用者から

入ってくるお金

約 2％
6,185千円

各種事業を実施して
利用者から

入ってくるお金

約 2％
6,185千円

受託金

約 29％
70,507 千円

支出
使うお金

収入
入るお金

地域福祉の

財源の使い方も

知ってほしい。
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自
分
た
ち
の
命
を
自
分
た
ち
で
守
る
た
め

自
分
た
ち
の
命
を
自
分
た
ち
で
守
る
た
め

　

災
害
列
島
と
呼
ば
れ
る
昨
今
、
地
震

等
の
大
規
模
災
害
が
い
つ
起
こ
っ
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
雲

仙
市
に
お
い
て
も
令
和
３
年
８
月
に
大

雨
に
よ
り
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
３
名

の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
規
模
な
災
害
等
が
発
生
し
た
際
に

は
、
自
分
た
ち
の
命
を
自
分
た
ち
で
守

る
た
め
に
、
自
治
会
等
の
組
織
を
基
盤

と
し
た
「
自
主
防
災
組
織
」
の
設
置
が

必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

会
で
は
、
１
月
23
日
と
２
月
13
日
の
２

日
間
に
お
い
て
、
自
治
会
の
役
員
や
各

地
区
の
自
主
防
災
組
織
の
役
員
を
対
象

と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
参
集
会
場
を

設
け
自
主
防
災
組
織
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
は
日
本
防
災
士
会
長
崎
県
支

部
支
部
長
旭
芳
郎
氏
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

迎
え
、
自
主
防
災
組
織
の
組
織
を
進
め

る
先
進
事
例
と
し
て
中
阿
母
自
治
会

（
吾
妻
町
）
自
治
会
長
溝
内
正
人
氏
、

令
和
３
年
８
月
の
災
害
発
生
時
に
体
験

談
と
し
て
古
湯
自
治
会
（
小
浜
町
）
自

治
会
長
加
藤
宗
俊
氏
に
事
例
発
表
を
し

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た

て
頂
き
ま
し
た
。

　

な
ぜ
今
自
主
防
災
組
織
が
必
要
な
の

か
を
考
え
る
機
会
と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
か
ら
、
雲
仙
市
内
に
お
け
る
現

状
と
し
て
、
自
主
防
災
組
織
設
置
に
つ

い
て
戸
惑
い
な
が
ら
実
施
し
て
い
る
自

治
会
も
多
く
、
今
後
自
治
会
と
し
て
、

自
主
防
災
組
織
と
し
て
何
を
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
の
か
基
本
的
な
部
分
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、

基
本
的
な
必
要
性
を
繰
り
返
し
説
明
す

る
と
と
も
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
本
会

と
し
て
も
市
と
連
携
し
て
支
援
を
行
っ

て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
の
「
地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
」研

修
会
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
28
年
に
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、「
地

域
福
祉
計
画
」
の
策
定
が
努
力
義
務
と
さ
れ
、

関
連
計
画
よ
り
も
上
位
計
画
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

新
し
い
必
須
計
画
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
社
会
福
祉
事
業
及
び
第
26
条
第
１
項

に
規
定
す
る
公
益
事
業
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、

日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
上
の
支
援
を
必
要
と

す
る
者
に
対
し
て
、
無
料
又
は
低
額
な
料
金
で
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
積
極
的
に
提
供
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
責
務
が
課
さ

れ
て
お
り
、
地
域
の
福
祉
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え

つ
つ
、
法
人
の
自
主
性
、
創
意
工
夫
に
よ
る
多

様
な
地
域
貢
献
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
島
原
地
域
広
域
市
町
村

圏
組
合
よ
り
委
託
を
受
け
、
生
活
支
援

体
制
整
備
事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
本

事
業
の
一
環
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る

助
け
合
い
と
支
え
合
い
を
推
進
す
る
た

め
に
、
３
月
10
日
、
雲
仙
市
内
の
社
会

福
祉
法
人
を
対
象
と
し
て
「
社
会
福
祉

法
人
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組
」

に
関
す
る
研
修
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
中
で
は
、
諫
早
市
の
清
和
福

祉
会
ゆ
た
か
荘
理
事
髙
森
喜
嗣
氏
に
諫

早
市
に
お
け
る
法
人
と
し
て
の
取
組
と
、

南
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
松
永
裕
介

氏
に
南
島
原
市
に
お
け
る
買
い
物
支
援

バ
ス
に
つ
い
て
の
実
践
報
告
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
両
者
の
取
組
を
行
う

中
で
の
経
費
や
関
係
者
と
の
連
携
に
つ

い
て
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取

組
を
進
め
て
い
く
中
で
、
取
組
内
容
等

の
共
有
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
島
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
南
島

原
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
働
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
情
報
の
共
有
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

日本防災士会長崎県支部
支部長　旭　芳郎　様

日本防災士会長崎県支部
支部長　旭　芳郎　様

南島原市社会福祉協議会
松永裕介　氏
南島原市社会福祉協議会
松永裕介　氏

清和福祉会　ゆたか荘
髙森喜嗣　氏
清和福祉会　ゆたか荘
髙森喜嗣　氏



今回は、

  「心のバリアフリー」
　
福
祉
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
、
福
祉
を

知
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
福
祉
教
育
」
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
誌
面
で
は
あ

り
ま
す
が
、市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
福

祉
」
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
、
QR
コ
ー
ド
か
ら
動
画
で
ご
覧
頂

く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
今
回
の
動
画
で
は
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
資
格
を
紹
介
し
ま
す
。

今回の内容を動
画で見ることも
できます！下の
QR コードからど
うぞ！

　

み
な
さ
ん
も
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。「
バ
リ
ア
」
と
は
英
語
で
障

壁
と
い
う
意
味
で
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と

は
、
生
活
を
す
る
中
で
不
便
に
感
じ
る

こ
と
や
生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
る
障
壁
に

な
っ
て
い
る
バ
リ
ア
を
取
り
除
き
、
フ

リ
ー
に
す
る
こ
と
で
す
。
誰
も
が
当
た

り
前
の
こ
と
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
、

み
ん
な
一
緒
の
よ
う
に
生
活
で
き
る
よ

う
な
社
会
を
目
指
す
理
念
の
「
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
に
も
つ
な
が
る
部

分
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
「
バ
リ
ア
」

に
は
、「
３
つ
の
バ
リ
ア
」
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、「
物
の

バ
リ
ア
」、「
情
報
・
制
度
の
バ
リ
ア
」、

「
心
の
バ
リ
ア
」
で
す
。「
物
の
バ
リ
ア
」、

「
情
報
・
制
度
の
バ
リ
ア
」
に
つ
い
て
は
、

お
金
や
時
間
を
か
け
る
こ
と
で
割
と
容

易
に
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、「
心
の
バ
リ
ア
」
を
取

り
除
く
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
差
別
や
偏
見
が
そ
こ
に
含
ま
れ
る

か
ら
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
考
え
方
や
行
動
ひ
と
つ

で
差
別
や
偏
見
を
取
り
除
く
こ
と
は
で

き
ま
す
。「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の

種
は
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
。
も
う
一
度
自
分
の
生
活
を
見

つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

あ
な
た
の
生
活
を
。
私
の
生
活
を
。

身
近
な
誰
か
の
生
活
を
。

広報誌の中で

福祉教育
広報誌の中で

福祉教育
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日
本
赤
十
字
社
は
、
世
界
中
で
、

戦
争
・
紛
争
犠
牲
者
の
救
援
を
は
じ

め
、
災
害
被
災
者
の
救
援
、
医
療
・

保
健
・
社
会
福
祉
事
業
な
ど
、
人
道

的
支
援
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県
支
部
に
お
い
て
は
毎
年
５

月
を
運
動
月
間
と
し
て
、
自
治
会
を

通
じ
て
各
世
帯
に
活
動
資
金
へ
の
ご

協力
の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
の
活
動
は
、
皆
さ
ま
か

ら
の
ご
寄
附
に
よ
り
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

〔
目
安
額
〕

　

一
世
帯
に
つ
き
、
４
４
０
円

　

長
崎
県
戦
没
者
慰
霊
奉
賛
会
で

は
、
各
世
帯
に
対
し
、
奉
賛
金
の
お

願
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

奉
賛
金
は
、
英
霊
に
対
す
る
感
謝

の
誠
を
捧
げ
る
べ
く
、
慰
霊
事
業
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

〔
目
安
額
〕

　

一
世
帯
に
つ
き
、
６
０
円

趣
旨
を
ご
理
解
頂
き
、
可
能
な
限
り
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〔
お
尋
ね
先
〕

　

事
業
企
画
課

　
　

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

　

各
地
で
麻
雀
愛
好
者
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
頭
の
体
操
、
手
と
指

の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
、
認
知
機
能
・

身
体
機
能
回
復
に
非
常
に
効
果
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
に
関
わ
ら

ず
未
経
験
者
大
歓
迎
で
す
。
一
緒
に
健

康
麻
雀
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

〔
開
催
場
所
〕

千
々
石
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
橘
荘

〔
連
絡
先
〕

　

０
９
０-

８
８
３
５-

６
１
６
７

（
健
康
麻
雀
愛
好
会
代
表 

岩
永
）

雲
仙
市
社
協
千
々
石
支
所

　

０
９
５
７
（
37
）
２
７
５
５

健康麻雀愛好会員募集



やってみよう！やってみよう！ ～ワンポイント手話～SYUWA
②

「新幹線」
①

「旅行」

　令和元年度に雲仙市手話言語条例が施行されました。
　手話を通じて障がいのある方への理解を深め、誰もがお互いに尊重し、支え合い、地域福祉において安心して
暮すことができる雲仙市を目指します。

①②

紹

介

コ

ー

ナ

ー

会

員

別

特
　

雲
仙
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

会
費
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
特
別
会
費
を
納
入
い

た
だ
い
た
特
別
会
員
を
随
時
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

 

▼
㈲
ア
ロ
ー
サ
ー
ビ
ス
（
長
崎
市
）

 　
　
　
　
　
　
　
　

〔
敬
称
略
〕

〔解説〕
　①片方の手は指を伸ばし揃え、もう片方の
　　手の人差し指と中指を揃えて前後に円を
　　描く。　
　
　★汽車の車輪が回って、進ん
　　でいる様子を表す。
　★昔の旅行と言えば、汽車を
　　使っていたことから。

〔解説〕
　①顔の前に手を持ってきて、指を少し曲げ、
　　前へ出す。　

　★新幹線の先頭車両のような
　　形をつくり、前に出すことで、
　　新幹線が前に進んでいる
　　様子。

そ
れ
ゆ
け
！
こ
う
け
ん
日
記

そ
れ
ゆ
け

　
　

後
見

後
見
人
が
行
う
財
産
相
続

　
～
相
続
を
行
う
際
の
話
～

後
見
人
が
行
う
財
産
相
続

　
～
相
続
を
行
う
際
の
話
～

　

後
見
人
の
仕
事
の
一
つ
に
、
財
産
相
続

が
あ
り
ま
す
。
相
続
人
の
中
に
認
知
症
や

障
が
い
の
あ
る
方
が
い
る
場
合
に
は
、
遺

産
分
割
協
議
が
で
き
な
い
た
め
、
後
見
人

が
本
人
に
代
わ
っ
て
協
議
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
後
見
人
が
遺
産
分
割
協
議
を

行
う
場
合
に
は
、
本
人
に
と
っ
て
不
利
益

が
な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
協
議
に
お
い
て
各
相
続
人
は
法
律
上
定

め
ら
れ
た
割
合
に
よ
っ
て
分
割
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

後
見
人
に
本
人
の
親
や
子
な
ど
の
親
族

が
選
任
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
家
族
内
で

の
相
続
が
発
生
し
、
本
人
と
後
見
人
が
と

も
に
相
続
人
と
な
り
、
遺
産
分
割
協
議
を

す
る
際
に
利
益
相
反
※

の
問
題
が
生
じ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
後
見
人
が

本
人
の
代
理
で
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
特
別
代
理
人
が
本

人
の
代
理
人
と
な
っ
て
、
手
続
き
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
家
庭

裁
判
所
に
特
別
代
理
人
選
任
の
申
立
て
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

※

当
事
者
間
の
行
為
が
、
一
方
の
立
場

　
　

で
は
利
益
に
な
る
も
の
の
、
他
の
立

　
　

場
で
は
不
利
益
に
な
る
こ
と
。

　

事
業
企
画
課

　

０
９
５
７
（
37
）
２
８
５
５

　

令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
で
、
本
会

職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
職
員
氏
名

　

新
職
名

　

（
旧
職
名
）

▽
酒　

井　
　
　

誠

　

法
人
管
理
課　

課
長

　

（
法
人
管
理
課
財
務
・
会
計
係
係
長
）

▽
塚　

田　

久　

生

　

法
人
管
理
課　

総
務
係　

係
長

　

（
事
業
企
画
課
地
域
福
祉
係
係
長
）

▽
奥　

村　

和　

仁

　

事
業
企
画
課　

地
域
福
祉
係　

係
長

　

（
法
人
管
理
課
総
務
係
係
長
）

▽
中　

村　

慧　

士

　

法
人
管
理
課　

総
務
係　

主
事

　

（
事
業
企
画
課
地
域
福
祉
係
主
事
）

▽
浜　

里　

隼　

人

　

法
人
管
理
課　

総
務
係　

主
事
補

　

（
事
業
企
画
課
地
域
福
祉
係
主
事
補
）

※

新
規
採
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
８　

ペ
ー
ジ
に
別
途
掲
載
し
て
い
ま
す
。

の
お
知
ら
せ

にじ
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国
見
支
所

　

▼
金
山
分
校
同
窓
会　

様

　

小
浜
支
所

　

▼
中　

村　

ノ
ブ
エ　

様　

東
中

　

国
見
支
所

　

▼
山　

林　

威
和
松　

様　

楠
高

　
　

 

故　

山
林　

岩
男　

様

　

▼
福　

島　

初　

男　

様　

下
古
賀

　
　

 

故　

福
島
サ
カ
エ　

様

　

▼
玉　

藤　

武　

義　

様　

川
原
田

　
　

 

故　

玉
藤
ハ
ル
ヱ　

様

　

▼
坂　

木　

美
智
子　

様　

高
下
第
二

　
　

 

故　

坂
木　
　

壽　

様

　

▼
稲　

田　

隆　

則　

様　

八
斗
木

　
　

 

故　

稲
田　
　

譽　

様

　

▼
坂　

本　

一　

弘　

様　

山
ノ
上

　
　

 

故　

坂
本　

妙
子　

様

　

▼
駒　

田　

義　

弘　

様　

今
出

　
　

 

故　

駒
田
モ
モ
ヨ　

様

　

▼
横　

田　

勝　

義　

様　

高
下
第
二

　
　

 

故　

横
田
シ
ズ
ヱ　

様

　

▼
森　

瀬　

壽
美
子　

様　

北
下
原
東

　
　

 

故　

森
瀬　
　

功　

様

　

▼
三　

浦　

浩　

明　

様　

金
山

　
　

 

故　

三
浦　

幸
明　

様

　

▼
吉　

田　

良　

一　

様　

八
斗
木

　
　

 

故　

吉
田
カ
ヅ
子　

様

　

▼
林　

田　

英　

之　

様　

八
斗
木

　
　

 

故　

林
田
チ
ヱ
コ　

様

　

▼
岡　

本　

英　

和　

様　

馬
場
第
二

　
　

 

故　

岡
本　

英
雄　

様

　

瑞
穂
支
所

　

▼
梶　

山　

と
み
子　

様　

横
田

　
　

 
故　

梶
山　

德
親　

様

　

▼
吉　

田　

貞　

信　

様　

西
岩
戸

　
　

 

故　

吉
田
カ
ツ
ヨ　

様

　

▼
園　

田　
　
　

稔　

様　

栗
林

　
　

 

故　

園
田　
　

子　

様

　

▼
前　

田　

秀　

一　

様　

栗
林

　
　

 

故　

前
田
イ
チ
エ　

様

　

▼
島　

田　

哲　

也　

様　

岩
戸

　
　

 

故　

島
田　

正
徳　

様

　

▼
濵　

田　
　
　

晃　

様　

高
田

　
　

 

故　

濵
田
サ
ツ
キ　

様

　

▼
益　

田　

克　

巳　

様　

伊
古

　
　

 

故　

益
田　

健
二　

様

　

▼
前　

田　

和　

彦　

様　

船
津

　
　

 

故　

前
田
チ
ヤ
コ　

様

　

▼
宮　

﨑　

眞　

悟　

様　

西
岩
戸

　
　

 

故　

宮
﨑
ハ
ツ
ヨ　

様

　

▼
小　

川　

テ
イ
コ　

様　

高
田

　
　

 

故　

小
川　

重
忠　

様

　

吾
妻
支
所

　

▼
田　

原　

公　

浩　

様　

田
川
原

　
　

 

故　

田
原　

金
郎　

様

　

▼
渡　

辺　

正　

彦　

様　

平
木
場

　
　

 

故　

渡
辺
マ
チ
ヱ　

様

　

▼
平　

林　
　
　

章　

様　

黒
仁
田

　
　

 

故　

平
林
マ
サ
ヨ　

様

　

▼
岩　

永　

涼
太
郎　

様　

牛
口
三

　
　

 

故　

岩
永
ト
ヨ
子　

様

　

▼
西　

平　

靖　

子　

様　

中
阿
母

　
　

 

故　

西
平　

良
治　

様

　

▼
小　

路　

常　

光　

様　

守
山
馬
場

　
　

 

故　

小
路　

博
光　

様

　

▼
村　

山　

芳　

和　

様　

田
内
川

　
　

 

故　

村
山　

キ
マ　

様

　

▼
池　

田　

正　

義　

様　

中
阿
母

　
　

 

故　

池
田
キ
ミ
コ　

様

　

▼
井　

川　

晴　

雄　

様　

河
内

　
　

 

故　

井
川　

ツ
ル　

様

　

▼
清　

水　

清　

文　

様　

牛
口
東

　
　

 

故　

清
水
美
代
子　

様

　

▼
林　
　
　

義　

久　

様　

田
川
原

　
　

 

故　

林　

ミ
ツ
子　

様

　

▼
町　

田　

幸　

子　

様　

牛
口
三

　
　

 

故　

町
田
慶
一
郎　

様

　

▼
本　

多　

周　

太　

様　

大
熊
一

　
　

 

故　

本
多　

正
子　

様

　

▼
金　

田　

久
美
子　

様　

大
熊
二

　
　

 

故　

金
田　

良
一　

様

　

▼
梅　

本　

和　

成　

様　

三
室
三

　
　

 

故　

梅
本
紀
美
子　

様

　

▼
田　

口　

直　

人　

様　

牛
口
東

　
　

 

故　

田
口
ツ
タ
エ　

様

　

▼
横　

田　

米　

子　

様　

横
田

　
　

 

故　

横
田　

信
也　

様

　

▼
坂　

本　

多
恵
子　

様　

萩
の
本

　
　

 
故　

坂
本　

順
二　

様

　

▼
平　

林　

ツ
タ
エ　

様　

黒
仁
田

　
　

 

故　

平
林　
　

力　

様

　

▼
大
久
保　

ス　

ヱ　

様　

阿
母
崎
一

　
　

 

故　

大
久
保
勝
征　

様

　

▼
城　

戸　

敏　

行　

様　

守
山
馬
場

　
　

 

故　

橋
本
カ
ズ
子　

様

　

愛
野
支
所

　

▼
木　

村　

憲　

一　

様　

新
崎

　
　

 

故　

木
村　
　

茂　

様

　

▼
寺　

田　

泰　

世　

様　

順
手

　
　

 

故　

寺
田　

芳
男　

様

　

▼
鶴　

﨑　

賢　

志　

様　

東

　
　

 

故　

鶴
﨑　

富
子　

様

　

千
々
石
支
所

　

▼
島　

村　

清　

子　

様　

犬
丸

　
　

 

故　

島
村　
　

巧　

様

　

▼
秋　

島　

敦　

子　

様　

須
ノ
崎

　
　

 

故　

秋
島　

雄
平　

様

　

▼
高　

石　
　
　

清　

様　

中
町

　
　

 

故　

高
石　
　

昭　

様

　

▼
田　

丸　

正　

宏　

様　

上
町

　
　

 

故　

田
丸　

正
幸　

様

　

▼
町　

田　

久　

子　

様　

島

　
　

 

故　

町
田　

政
治　

様

　

▼
奥　

野　

二　

三　

様　

平
和

　
　

 

故　

奥
野　

笑
子　

様

　

小
浜
支
所

　

▼
吉　

田　

義　

久　

様　

西
小
浦

　
　

 

故　

吉
田
ミ
チ
ヨ　

様

　

▼
田　

中　

公　

子　

様　

東
小
浦

　
　

 

故　

田
中　

文
則　

様

　

南
串
山
支
所

　

▼
井　

上　

敏　

行　

様　

中
ノ
場

　
　

 

故　

井
上　

一
敏　

様

　

▼
山　

村　

峰　

義　

様　

上
木
場

　
　

 

故　

山
村　

君
香　

様

　

▼
酒　

井　

廣　

通　

様　

西
浜

　
　

 

故　

酒
井　

二
三　

様

　

▼
篠　

塚　
　
　

浩　

様　

溜
水

　
　

 

故　

篠
塚　

貞
治　

様

　

ご
逝
去
さ
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
遺
族

の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
き
、

同
意
を
頂
い
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。

　

令
和
５
年
２
月
１
日

　
　
　
　

～
令
和
５
年
３
月
31
日

たくさんの
寄附を

頂きました。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

雲
仙
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
に

　
　
　
　

活
用
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

雲
仙
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
活
動
に

　
　
　
　

活
用
し
ま
す
。

香
典
返
し
寄
附

一
般
寄
附
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雲仙市社会福祉協議会

この広報誌は、皆様からの会費・共同募金の助成金により作成しています。

社会福祉法人

雲仙市社会福祉協議会
〒854-0405
　長崎県雲仙市千々石町戊 762 番地
　　TEL 0957-37-2855  FAX 0957-37-2564
　　http://unzenshakyo.net/

国見支所　　TEL 0957-78-0596　瑞穂支所　　TEL 0957-77-3670
吾妻支所　　TEL 0957-38-3511　愛野支所　　TEL 0957-36-0071
千々石支所　TEL 0957-37-2755　小浜支所　　TEL 0957-75-0620
南串山支所　TEL 0957-88-2143

旧千々石
　幼稚園

千
々
石

総
合
支
所

小
学
校

JA
千々石SS 十八親和

銀行

日本郵便

諫
早
方
面
→

←
小
浜
方
面

○

○
○

○

○

○

専照寺

○

千々石
老人福祉センター

■

ココ

←諫早方面 南串山方面→
小浜総合支所

バスターミナル○
○

○

小浜消防署

小浜
老人福祉センター

■

ココ
千年の湯

JA西郷GS

瑞穂総合支所

す
こ
や
か
ラ
ン
ド

ふ
れ
あ
い
広
場

←諫早方面 島原方面→

○

○

○

○

瑞穂
ヘルシー会館

■ ココ

担当弁護士

　９月　７日（木） 小浜老人福祉センター 森　本　精　一

　６月　８日（木） 千々石老人福祉センター橘荘 宮　木　　　光

　８月　９日（水） 瑞穂ヘルシー会館 曽場尾　雅　宏

事業企画課
０９５７-３７-２８５５

（敬称略）先着順で予約を受け付けていますので、お早めにご予約ください。
弁護士が抱えている案件の都合上、相談を受けることができない場合もあります。

開　催　日 開催場所

新人職員紹介新人職員紹介
法
人
管
理
課

総
務
係　

主
事

　
　
　

や
ま
ぐ
ち　

あ
や
か

　
　
　

山
口
彩
華

みなさんこんにちは。４月１
日より採用となった山口彩華
と申します。熊本県出身で、
佐賀県の大学を卒業後、佐世
保市や諫早市で福祉の仕事に
携わってきました。今までの
知識や経験を活かし、地域の
皆様の力になれるよう精進し
てまいります。よろしくお願
いいたします。美味しいもの
が大好きです。おすすめのも
のがあればぜひ教えて下さい。
ダイエットも頑張ります！

事
業
企
画
課

地
域
福
祉
係　

主
事
補

　
　
　

ま
え
だ　

し
ん

　
　
　

前
田
　
新

みなさんこんにちは。4 月か

ら雲仙市社会福祉協議会で働

かせていただくことになりま

した前田新です。

大学を卒業したばかりですが、

これから雲仙市の皆様のため

に精一杯頑張っていきたいと

思います。これからよろしく

お願いします。

事
業
企
画
課

地
域
福
祉
係　

主
事
補

　
　
　

い
し
ば
し　

し
ょ
う
ま

　
　
　

石
橋
昇
磨

はじめまして。今年から雲仙

市社会福祉協議会で働くこと

になった石橋昇磨です。

私は大学を卒業してすぐに働

き始めたばかりの新社会人で

す。先輩職員から仕事だけで

なく、社会人として大切なこ

と、仕事とは何なのかを学ん

でいきたいです。改めてよろ

しくお願いします。

生活上の法律問題について、
弁護士が無料で相談に応じます。
秘密は固く守られます。
ご予約が必要です。

お尋ねご予約お尋ねご予約
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